


2

伊藤　海都
Kaito  Ito

伊藤　海都
Kaito  Ito

起田　汐里
Shiori  Okita

起田　汐里
Shiori  Okita

吉田　茉奈実
Manami  Yoshida

吉田　茉奈実
Manami  Yoshida

松浦　昇太郎
Shoutaro  Matsuura

松浦　昇太郎
Shoutaro  Matsuura

毛利　彩南
Ayana  Mouri

毛利　彩南
Ayana  Mouri

中村　夏菜
Kana  Nakamura

中村　夏菜
Kana  Nakamura

佃　龍斗志
Tsukuda  Tatsutoshi

佃　龍斗志
Tsukuda  Tatsutoshi

木下　史菜
Fumina  Kinoshita

木下　史菜
Fumina  Kinoshita
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①将来の夢は何ですか？
②どんな大人になりたいですか？
③家族に一言

ここが落ち着く．．．変わらない "ふるさと "

①�幸せな家庭を築くこと
②�空気の読める大人
③�今まで本当に感謝してま
す。これからもよろしく
お願いします。

①�美容師
②�誰かに必要とされるよう
な大人

③�たくさん心配かけてごめ
んなさい。いまもこれか
らもありがとう

①運転手をつけること
②迷ったら両方とる大人
③�育ててくれてありがとう！
これからも助けてね！

①�食の楽しさを伝えられる
料理人になること！
②�どんな時でも動じない芯
の通った強い大人
③�今まで育ててくれてあり
がとう！
生意気で可愛げのない私
ですがこれからもいっぱ
い頼らせてください！

①�保育士
②�頼られる人、場の雰
囲気を和ます人

③�いつも支えてくれて
ありがとう
これからもいっぱい
迷惑かけると思うけ
どよろしくね！

①�看護師
②�他人の気持ちを理解して行
動できる人
③�いつもありがとう！怒らせ
てばっかりでごめんなさい。
ママとパパみたいな立派な
看護師になれるように頑張
ります！

①�自給自足の生活
②�我慢強い人になりたい
③�独り立ちするまでお願
いします。

①�スポーツに携わる仕事に就く
②�いろんな人から慕われるような大人
③�今までいろんな人に心配、迷惑
沢山かけてごめんね、これから
も何かと迷惑かけるかもしれん
けど、よろしくお願いします！
お父さんお母さんみたいな立派
な大人になれるようにがんばり
ます！

①�アスレティックトレーナー
②�まわりの人から必要とされ
頼られる人

③�やりたいこと何不自由なく
ずっとやらせてくれてあり
がとう！
まだまだ迷惑いっぱいかけ
ると思うけどこれからも
ずっとよろしくね
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平
成
31
年

河
合
町
成
人
式

～
成
人
を
祝
し  

大
成
を
祈
る
～

　本町の成人式は、毎年新成人が実行
委員となり成人式を行います。今年の
実行委員メンバーにインタビューしま
した。

平成３１年
成人式　写真配布

　１月１３日（日）に撮影した記念写真
を無料配布します。
※代理の方でもお渡しできます。
◇配布場所　　中央公民館（生涯学習
　　　　　　　課）・西大和地区公民館
　　　　　　　（役場出張所）
◇配布期間　　２月１日（金）～２月
　　　　　　　２８日（木）
　　　　　　　午前８時３０分～
　　　　　　　午後５時３０分　　　　
◇問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　　☎５７－２２７１



　年初めに、火災や災害のない一年を願って「河合町
消防出初式」が、１月１２日（土）総合グラウンドで開
催されました。
　式典では、消防防災業務に功績のあった消防団員に
表彰状が授与され、団員及び消防車による分列行進が
行われました。その後、場所を中山田池公園へと移
し、一斉放水を実施しました。消坊団員をはじめ参加
者は、放水で描かれた放物線に地域防災への思いを新
たに誓いました。
　なお、表彰者は次の通りです。

◆
北
葛
城
郡
町
村
会
長
表
彰

　
部　
長　
　
　
中
野　
嘉
久（
佐
味
田
班
）

◆
消
防
協
会
北
葛
城
支
部
長
表
彰

　
班　
長　
　
　
吉
田　
周
史（
城
古
班
）

　
団　
員　
　
　
福
西　
一
郎（
城
内
班
）

◆
支
部
長
永
年
勤
続
表
彰

　
班　
長　
　
　
岡
本　
章
伴（
大
輪
田
班
）

　
班　
長　
　
　
辻
井　
剛（
城
内
班
）　　
　

　
団　
員　
　
　
米
田　
良
寛（
城
古
班
）

　
団　
員　
　
　
名
越　
基
裕（
城
内
班
）

　
団　
員　
　
　
寺
下　
五
十
六（
西
穴
闇
班
）

　
団　
員　
　
　
森
川　
泰
典（
西
穴
闇
班
）

◆
西
和
警
察
署
長
感
謝
状

　
団　
員　
　
　
山
内　
伸
晃（
佐
味
田
班
）

◆
西
和
消
防
署
長
表
彰

　
団　
員　
　
　
中
野　
俊
一（
佐
味
田
班
）

◆
町
長
表
彰

　
団　
員　
　
　
前
田　
悠
芳（
長
楽
班
）

　
団　
員　
　
　
岡
田　
光
裕（
薬
井
班
）

◆
団
長
表
彰

　
副
分
団
長　
　
吉
村　
敏
枝（
女
性
班
）

　
団　
員　
　
　
山
中　
亮（
市
場
班
）

　
団　
員　
　
　
西
川　
茂
成（
城
内
班
）

　
団　
員　
　
　
坂
本　
俊
英（
佐
味
田
班
）

　
団　
員　
　
　
松
村　
昌
夫（
池
部
班
）

◆
退
職
団
員
感
謝
状

　
元
副
団
長　
　
伊
藤　
勝
則（
大
輪
田
班
）

　
元
分
団
長　
　
中
山　
康
之（
佐
味
田
班
）

　
元
副
分
団
長　
福
辻　
照
弘（
佐
味
田
班
）

　
元
副
分
団
長　
浮
島　
龍
幸（
佐
味
田
班
）

　
元
部
長　
　
　
弓
戸　
利
文（
城
古
班
）

　
元
部
長　
　
　
山
崎　
剛
義（
城
古
班
）

　
元
部
長　
　
　
上
村　
学（
佐
味
田
班
）

　
元
部
長　
　
　
中
野　
雅
史（
佐
味
田
班
）

　
元
班
長　
　
　
山
下　
豊（
山
坊
班
）

　
元
班
長　
　
　
藤
本　
雅
則（
穴
闇
班
）

　
元
団
員　
　
　
中
津　
範
久（
長
楽
班
）

　
元
団
員　
　
　
高
橋　
仙
二（
城
内
班
）

　
元
団
員　
　
　
廣
嶋　
勲（
池
部
班
）

　
元
団
員　
　
　
吉
本　
太
紀（
池
部
班
）

　
元
団
員　
　
　
森
川　
善
之（
西
穴
闇
班
）

　
元
団
員　
　
　
岡
山　
達
雄（
西
穴
闇
班
）
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Town news  まちのわだい

域と共にある学校をめざして
　１２月９日（日）今年で第８回目となる「ＰＴＡバザー」を
開催しました。おかげさまで、町内でも一定の認知度が高
まり開場前から来校される方もおられ、行列ができる状況
となりました。また、例年バザーと併せて、ＰＴＡ・地域ボ
ランティア・生徒・学校職員による模擬店も開いております
が、こちらも大盛況で来校者の方々に楽しんでいただけま
した。このように、今年も多くのご支援のおかげで来校者
の方や、生徒をはじめ運営側で参加していただいた方など、
たくさんの笑顔が見られ充実した一日となりました。改め
て感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
　今後も「地域に根ざし、開かれた学校」を大切な目標に、
ＰＴＡや地域の方のご意見も参考にしながら、バザーをは
じめ次年度の計画を検討してまいります。

地
二中バザー

務大臣感謝賞　受賞
　奈良県橿原文化会館で開催された「平成３０年度 
奈良県更生保護事業関係者顕彰式典」で、北葛城地
区更生保護女性会会長（兼河合町更生保護女性会会
長）の柏木春子さんが「法務大臣感謝状」を受賞され
ました。長年にわたり更生保護女性会での青少年
健全育成や子育て支援などに尽力された功績が認
められての受賞です。これからも健康に留意され、
引き続きのご活躍を期待しております。

法

o
ノスタルジック
stalgic W

ウ ィ ン タ ー
inter

　１２月２３日（日・祝）ふるさと回帰イベント“河合ふるさと
の日「冬」 N

ノ ス タ ル ジ ッ ク
ostalgic W

ウ ィ ン タ ー
inter”を赤田池公園で開催しました。

　広場には燈花会とすな丸イルミネーションを飾り、ステー
ジイベントでは聖歌隊による合唱など、冬の夜ならではの演
出で来場者をお出迎えしました。たくさんの方にご来場いた
だき、冬の寒さに負けない素敵なイベントとなりました。

N

おめでとうございます！！
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森
尾  

和
正  

議
員

財
政
健
全
化
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て

問 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
増
加

の
た
め
の
努
力
は
し
て
い
ま
す
か
。

答 

本
町
へ
の
寄
附
金
合
計
は

５
８
９
万
円
で
す
。
町
外
へ
の
寄
附

金
に
つ
い
て
は
交
付
税
参
入
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
じ
て
案
内
も
し
て
い
ま
す
。
返

礼
品
に
つ
い
て
は
、
特
産
品
が
埋
も

れ
て
い
な
い
か
、
地
域
を
も
う
一
度

見
直
し
、
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
政
策
調
整
課
）

天
理
王
寺
線
の
樹
木
の
伐
採

に
つ
い
て

問 

街
路
樹
は
街
の
空
間
に
う
る
お

い
を
与
え
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
緩
和
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
街

の
景
観
、
環
境
、
交
通
面
を
考
え
て

の
こ
と
で
す
か
。

答 

街
路
樹
は
街
並
み
を
構
成
す
る

要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
環
境
面
の

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
が
、

狭
い
歩
道
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
と

い
う
観
点
か
ら
は
障
害
物
で
あ
る

と
い
っ
た
側
面
が
あ
り
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
に
基
づ
き
歩
道
幅
員

を
確
保
し
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
街

路
樹
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
本
町
と
し
て
は
、
事
業
主
体

で
あ
る
奈
良
県
と
連
携
し
、
地
元
自

治
会
の
意
見
を
お
聞
き
し
た
上
で
進

め
て
い
ま
す
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

町
道
の
補
修
工
事
に
つ
い
て

問 

西
大
和
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
道
路

補
修
工
事
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。　

答 

西
大
和
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
生
活

道
路
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
路

線
を
中
心
に
自
治
会
要
望
な
ど
に
基

づ
き
順
次
舗
装
の
更
新
を
実
施
し

て
い
る
他
、
職
員
が
週
に
一
度
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
部
分
的
な
補
修
で

済
む
と
こ
ろ
は
必
要
な
補
修
を
実
施

す
る
な
ど
、
適
切
な
管
理
に
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
修
繕
が
必

要
と
な
る
路
線
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
新
た
に
創
出
さ
れ

た
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
の
活
用
を
検
討
し
、
効
率
的
に
舗

装
修
繕
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

岡
田  

康
則  

議
員

読
売
新
聞
の
記
事
内
容
に
つ
い
て

問 

２
０
１
２
年
～
２
０
１
７
年
の

６
年
間
の
記
載
記
事
で
し
た
が
、
そ

れ
以
前
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
す
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
で
す
か
。

答 

前
任
者
か
ら
の
事
業
引
継
ぎ
及

び
現
存
す
る
書
類
を
精
査
し
た
結
果
、

２
０
１
２
年
の
修
繕
費
未
払
金
を
特

定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
未

払
金
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
い
つ
か

ら
発
生
し
た
か
は
確
定
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
度
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
期
待
と
信
頼
を
大
き
く
失
墜

さ
せ
る
重
大
か
つ
深
刻
な
事
態
で
あ

る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
修
繕
に
関
す
る
一

貫
し
た
手
続
き
規
定
が
な
か
っ
た
こ

と
、
修
繕
の
判
断
を
担
当
課
で
し
て

い
た
こ
と
な
ど
不
備
な
点
を
抽
出
し
、

平
成
30
年
９
月
１
日
に
施
行
し
た「
町

営
住
宅
等
修
繕
取
扱
要
綱
」の
運
用
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
再
発
防
止
が
行

え
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
住
民
生
活
課
）

岡
井
町
長
外
部
監
査
を
お
願

い
致
し
ま
す

問 

平
成
29
年
12
月
議
会
で
、「
外
部

監
査
を
お
願
い
し
ま
す
。」と
い
う
私

の
一
般
質
問
の
回
答
で
、
町
長
は「
私

も
必
要
と
思
い
ま
す
。」と
答
弁
で
し

た
。
今
議
会
で
も
住
民
の
代
表
か
ら

外
部
監
査
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
長
の
今
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

答 

外
部
監
査
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
再
発
防
止
検
討

委
員
会
に
は
、
弁
護
士
、
銀
行
員
、

議
員
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
あ
た
り
を
勘
案
し
つ
つ
、
請
願

書
の
採
択
結
果
を
受
け
考
え
て
い
き

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

清
原  

和
人  

議
員

河
合
第
二
・
第
三
小
学
校
の
統

合
の
課
題
に
つ
い
て

問 

「
三
つ
の
部
会（
総
務
・
通
学
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
）の
検
討
事
項
」に
つ
い
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。

答 

総
務
部
会
は
、「
校
名
・
校
歌
・
校

章
・
式
典
行
事
」に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
提
言
書
は
準
備
委
員
会
で
協

議
が
行
わ
れ
、
総
合
教
育
会
議
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
学
部
会
は
、「
①
通
学
路
の
選
定　

②
安
全
対
策　

③
通
学
方
法
」に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
は
、
組
織
運
営
に
つ

い
て
協
議
し
て
お
り
、
会
則
等
の
制

定
に
向
け
て
調
整
し
て
い
ま
す
。

(

教
育
総
務
課)

学
校
図
書
に
つ
い
て

問 

「
①
各
学
校
の
図
書
費
に
つ
い
て　

②
読
書
活
動
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て

お
答
え
く
だ
さ
い
。

答 

平
成
27
年
度
に
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
５
１
０
万
円
を
利
用
し
て
、

１
園
５
校
に
図
書
を
購
入
し
ま
し
た
。

現
在
の
予
算
は
、
５
万
円
〜
10
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
や
放
課
後
に
読
書
タ
イ
ム
を
設

け
た
り
、
社
会
科
な
ど
の
調
べ
学
習

に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

図
書
室
の
利
用
状
況
は
、
貸
し
出

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y
　１２月６日〜１２月１７日、平成３０年第４回河合町議会定例会が行われ、
一般質問では、８名の議員が２１項目の質問をしました。抜粋して掲載します。
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し
延
べ
人
数
で
見
る
と
、
小
学
生

が
約
１
３
，０
０
０
件
、
中
学
校
は

５
０
０
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

教
育
総
務
課)

近
鉄
田
原
本
町（
旧
大
和
鉄
道
）開
通

１
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

問 

「
①
当
日
の
中
央
公
民
館
の
訪
問

者
数
と
河
合
町
の
Ｐ
Ｒ　

②
池
部
駅

周
辺
の
活
性
化
」の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答 

延
べ
３
，０
０
０
人
近
く
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
Ｐ
Ｒ
の
目
玉
は
、
鉄
道
ジ

オ
ラ
マ
教
室
・
駅
弁
・
鉄
道
昔
な
つ
か

し
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

現
在
、
池
部
駅
周
辺
の
活
性
化
に

向
け
て
、
本
町
と
奈
良
県
で「
ま
ち
づ

く
り
包
括
協
定
」締
結
を
目
指
し
て
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。(

政
策
調
整
課)

谷
本  

昌
弘  

議
員

河
合
町
未
払
い
修
繕
に
つ
い
て

問 

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
町
は
過

去
３
年
間
の
未
払
い
は
公
表
し
て
い

る
が
、
更
に
遡
る
事
３
年
、
計
６
年

間
に
５
１
３
回
総
額
１
億
円
も
の

町
営
住
宅
の
修
繕
を
繰
り
返
し
て
き

た
と
あ
り
ま
し
た
が
、
６
年
間
に
わ

た
り
、
し
か
も
１
億
円
も
の
工
事
を

住
民
生
活
部
だ
け
で
行
え
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
副
町
長
へ
質
問
い
た
し
ま

す
が
、
こ
れ
以
上
の
秘
匿
性
の
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

答 

公
表
さ
れ
た
３
年
分
の
５
，

２
０
０
万
円
と
、
既
に
支
払
い
済
み

の
５
，１
０
０
万
円
の
合
算
で
す
。
町

営
住
宅
は
、
築
40
年
以
上
の
と
こ
ろ

が
多
数
あ
り
、
老
朽
化
に
伴
い
修
繕

も
多
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
生
活

に
支
障
を
き
た
す
緊
急
性
・
必
要
性
を

要
求
す
る
修
繕
も
多
く
、
担
当
課
の

判
断
で
実
施
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
。　　
　
　
　

(

住
民
生
活
課)

答 

も
う
こ
れ
以
上
は
無
い
と
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
し
、
無
い
と
信
じ

て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
副
町
長
）

敬
老
会
行
事
の
復
活
に
つ
い
て

問 

行
事
休
止
の
原
因
は
参
加
者
が

年
々
少
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
と
の

事
で
す
が
、
代
わ
り
に
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
バ

ス
旅
行
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、

対
象
者
は
ど
れ
も
１
０
０
人
足
ら
ず
。

増
え
ゆ
く
高
齢
者
約
６
千
人
も
の

方
々
の
為
に
も
何
か
憩
い
の
ひ
と
と

き
を
と
思
い
ま
す
が
、
バ
ス
旅
行
は

続
行
し
ま
す
か
。

　

ま
た
、
提
案
で
す
が
、
催
し
物
の

後
に
商
品
券
を
付
け
た
大
ビ
ン
ゴ
大

会
な
ど
を
し
た
り
、
入
場
時
に
番
号

カ
ー
ド
を
渡
し
て
お
い
て
、
後
で
抽

選
な
ど
を
し
て
み
る
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

答 

行
事
休
止
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
会
議
に
諮
っ
て
い
た
だ
き

意
見
を
伺
い
決
定
し
た
も
の
で
す
。

バ
ス
旅
行
の
補
助
に
つ
い
て
は
継
続

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
方
々
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
何

か
あ
れ
ば
と
、
今
後
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　　

(

高
齢
福
祉
課)

西
村  

潔  

議
員

町
営
住
宅
の
修
繕
費
と
住
宅

政
策
に
つ
い
て

問 

予
算
措
置
し
て
い
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
日
付
の
入
っ
て
い
な
い
請

求
書
を
出
さ
せ
た
の
は
事
実
で
す
か
。

そ
の
理
由
は
な
ぜ
で
す
か
？

答 

事
前
に
見
積
書
を
と
り
、
そ
の

内
容
を
確
認
し
た
後
、
支
払
い
が
遅

れ
る
事
の
了
承
を
と
り
修
繕
を
実
施

し
ま
し
た
。
修
繕
が
完
了
し
て
か
ら

日
付
空
白
の
請
求
書
の
提
出
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
予
算
が
な
い
中
で
も
、

通
常
の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
緊
急

性
、
必
要
性
の
あ
る
修
繕
も
あ
り
、

入
居
者
の
最
低
限
の
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
修
繕
を
行
っ
て
き
た
も
の
で

す
。　　
　
　
　
　
　
（
住
民
生
活
課
）

問 
修
繕
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
過

去
、
現
在
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
修

繕
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
の
で
す
か
。

答 

過
去
に
は
、
修
繕
を
実
施
す
る

際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
は「
町
営
住
宅
等
修
繕
取

扱
要
綱
」を
平
成
30
年
９
月
１
日
に
施

行
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
（
住
民
生
活
課
）

問 

町
営
住
宅
の
賃
貸
料
６
，

０
０
０
万
円
以
上
が
未
納
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
老
朽
化
に
よ
り
修
繕

費
や
整
備
費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
に
明
確
な

住
宅
政
策
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

い
つ
、
だ
れ
が
住
宅
政
策
を
立
案
し
、

実
行
す
る
の
で
す
か
？

答 

住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
昭

和
54
年
よ
り
現
在
ま
で
累
積
さ
れ
た

滞
納
繰
越
額
が
、
議
員
ご
指
摘
の
通

り
約
６
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
30
年
９
月
に
債
権
管
理

条
例
を
制
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
回

収
の
見
込
み
の
な
い
債
権
整
理
を
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
適
正
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
老
朽
化
に
よ
る
修

繕
費
も
増
加
傾
向
に
あ
る
現
状
に
お

い
て
、
存
続
改
修
し
て
い
く
住
宅
、

廃
止
・
解
体
す
る
住
宅
と
に
区
分
し
、

適
正
な
戸
数
な
ど
中
長
期
構
想
を
課

内
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
の
中
長
期
計
画
を
策
定
し
、
必

要
な
改
修
整
備
に
つ
い
て
、
議
会
の

ご
理
解
も
賜
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
で
す
。　
　
　

  （
住
民
生
活
課
）

馬
場  

千
惠
子  

議
員

家
庭
ご
み
収
集
に
つ
い
て

問 

ご
み
の
収
集
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化

が
進
む
中
で
収
集
場
所
ま
で
持
っ
て

い
く
の
が
困
難
に
な
る
家
庭
が
多

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
大

字
に
よ
っ
て
は
収
集
場
所
が
、
１
～

２
ヶ
所
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
自
転
車

や
車
で
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。
自

治
体
に
よ
っ
て
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
個

別
収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
改
善
、
方
針
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 

収
集
場
所
の
増
減
、
変
更
に
つ

い
て
は
各
大
字
、
自
治
会
長
か
ら
の

要
望
に
よ
り
随
時
検
討
し
て
い
ま
す
。

持
ち
出
し
が
困
難
な
世
帯
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
ご
こ
ろ
収
集
を
実
施
し
て
お
り
、

利
用
に
つ
い
て
は
高
齢
福
祉
課
、
地

域
の
民
生
委
員
に
相
談
を
お
願
い
し

ま
す
。　　
　
　
　
　
（
環
境
衛
生
課
）

す
な
丸
号
に
つ
い
て

問 

増
便
や
停
留
所
の
増
加
な
ど
で

利
用
者
が
増
え
て
ま
す
が
、
利
用
者

の
要
望
に
応
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

す
な
丸
号
を
活
用
し
て
町
の
活
性
化

を
進
め
る「
す
な
丸
号
利
用
向
上
委
員

会
」の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

答 

新
た
な
ル
ー
ト
の
追
加
や
運
行

時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
で
、
す
ぐ
に
対
応

は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
利
便

性
や
稼
働
率
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

町
の
活
性
化
を
進
め
る
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
取
り
入
れ
、
有
意
義
に
活
用
で

き
る
よ
う
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。　　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問 

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
が
平

成
27
年
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
河

合
町
で
は
高
齢
化
が
進
む
人
口
減
少

の
中
、
空
き
家
が
ど
の
地
域
に
何
軒

あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
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を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。「
空
き
家
対
策
計
画
」

の
策
定「
法
定
協
議
会
」の
設
置
は
ど

う
な
っ
て
ま
す
か
。

答 

今
後
、
さ
ら
に
空
き
家
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
空
き
家
対
策
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
に
つ
い
て
総
合
的
に
対
応

で
き
る
組
織
体
制
、
各
課
の
連
絡
体

制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
総
務
課
）

　

そ
の
他
に
、「
学
童
保
育
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。

池
原  

真
智
子  

議
員

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問 

虐
待
事
案
だ
け
で
な
く
、
障
が

い
児
等
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
へ
の

支
援
が
ま
ち
ま
ち
で
、
組
織
的
で
系

統
立
て
た
取
り
組
み
に
な
か
な
か

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
肝
心
の
当
事
者

で
あ
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
現
状
の

把
握
方
法
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
し
か
も

対
応
も
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

結
果
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
取
り
組

み
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
考
え
方
と
今
後
の
方
向
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答 

情
報
の
共
有
化
と
い
う
と
こ
ろ

で
実
務
者
間
の
話
し
合
い
が
十
分
で

な
か
っ
た
為
、
意
思
疎
通
が
図
れ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
り
、

支
援
の
体
制
が
う
ま
く
機
能
し
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
平
成
32
年
度
に
は
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
連
携
が
図
れ

統
一
し
た
対
応
が
と
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。　　
　
　
　

(

社
会
福
祉
課
）

特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

問 

特
別
支
援
学
校
の
教
員
は
特
別

な
資
格
が
必
要
で
す
が
、
支
援
学
級

は
教
員
免
許
の
み
で
教
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
教
育
方
法
は
個
人
の
力
量
に
左

右
さ
れ
や
す
く
、
障
が
い
ご
と
の
特

性
や
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
き
ち
ん

と
把
握
す
る
た
め
の
手
立
て
を
保
証

す
る
機
会
、
研
修
が
必
要
で
す
。
考

え
方
と
取
り
組
み
を
お
示
し
く
だ
さ

い
。

答 

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
ス
キ
ル
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
基
本
は
通
常

学
級
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

時
に
は
抽
出
し
て
指
導
を
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
も
配
置
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
研
修
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
研
究
も
出
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
研
修
は
ス
キ

ル
を
上
げ
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(

教
育
総
務
課
）

辻
井  

賢
治  

議
員

町
政
運
営
に
つ
い
て

問 

岡
井
町
長
の
、
７
期
28
年
に
わ

た
っ
て
収
め
ら
れ
た
功
績
は
多
く
、

従
来
型
の
政
策
だ
け
で
な
く
、「
心
の

田
舎
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
地
域
の
自
主
的
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
と
い
う
、
新
た
な
課
題
分
野

に
お
い
て
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

河
合
町
に
は
、
人
口
減
少
問
題
や

財
政
健
全
化
対
策
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
待
ち
受
け
て
お
り
、

引
き
続
い
て
町
政
運
営
に
携
わ
っ
て

欲
し
い
と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
引
退
を
決
意
さ
れ
た
理
由
を
お

聞
き
し
ま
す
。

答 

７
期
28
年
の
長
き
に
わ
た
り
町

民
の
信
頼
を
得
た
こ
と
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
よ
り
引
退
時
期
を

考
え
続
け
て
い
ま
し
た
。
４
月
に
病

に
冒
さ
れ
、
６
月
議
会
終
了
後
に
手

術
し
ま
し
た
が
、
体
調
は
戻
っ
て
い

ま
せ
ん
。
町
長
は
３
６
５
日
、
常
に

健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

体
力
に
自
信
が
な
く
、
町
民
に
迷
惑

を
お
か
け
す
る
前
に
身
を
引
く
べ
き

と
考
え
ま
し
た
。

　

人
と
人
が
支
え
合
う「
心
の
田
舎
づ

く
り
」は
、
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
が
、

一
町
民
に
戻
っ
て
町
の
未
来
を
見
続

け
て
い
き
ま
す
。
町
政
は
、
現
在
・
過

去
・
未
来
と
継
続
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
今
は
残
さ
れ
た
任
期
を
精
一
杯

歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

平成３０年 第４回（１２月）定例会  議決結果賛否一覧　　　　　　　　　○…賛成　●…反対
大
西
　
孝
幸

清
原
　
和
人

馬
場
千
惠
子

吉
村
　
幸
訓

岡
田
　
康
則

森
尾
　
和
正

池
原
真
智
子

西
村
　
　
潔

疋
田
　
俊
文

谷
本
　
昌
弘

中
尾
伊
佐
男

辻
井
　
賢
治

議
決
結
果

議　 案
第23号 平成30年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

(賛10・反1)
議　 案
第24号

平成30年度河合町国民健康保険特別会計補正予算に
ついて ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

(賛9・反2)
議　 案
第25号 平成30年度河合町水道事業会計補正予算について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

(賛10・反1)
議　 案
第26号

河合町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
利用者負担等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

(賛11・反0)
議　 案
第27号 山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

(賛11・反0)
議　 案
第28号

河合町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正
について ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ 原案可決

(賛7・反4)
議　 案
第29号

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部改正について ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ 原案可決

(賛7・反4)
議　 案
第30号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案可決

(賛10・反1)
議　 案
第31号 平成30年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案可決

(賛9・反2)
承　 認
第36号

専決処分の承認を求めることについて（副町長の給与
の減額に関する条例の制定） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案承認

(賛9・反2)
請　願
第２号

不適切会計事務処理問題に係る「議会における個別外
部監査の請求」を求める請願書 ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● 不採択

(賛5・反6)

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
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　４月２１日（日）に執行予定の「河合町長選挙及び河合町議会議員選挙」への立候補予定者説明会を開
催します。
　説明会では、立候補に必要な手続きの説明のほか、必要書類の交付などを行いますので、立候補を
予定されている方は出席されますようお願いします。
　なお、会場の都合により立候補予定者１人につき３名までの出席でお願いします。
◇と　き　２月２７日（水）　午後２時～
◇ところ　役場３階　第４会議室
◇問い合わせ　総務課内　選挙管理委員会　☎内線２２６・２２７

河合町長・河合町議会議員選挙
立候補予定者説明会

▼工事スケジュール

年　月　日 内　　容

平成３０年８月 造成工事に着手

平成３０年１０月２３日 起工式

平成３１年１月 造成工事の完了

平成３１年２月 建築工事に着手

平成３１年１２月 建築工事の完了

平成３２年１月 開園準備の開始

平成３２年２月 施設見学会

平成３２年４月 こども園開園

　現在進めている「認定こども園新築工事」の進捗状況について、平成３１年１月
末に建設地の造成工事が完了し、下記スケジュールの通り２月より建築工事に着
手します。
　今後、建築資材などの搬入により周辺住民及び公園を利用される方々に大変ご
迷惑をおかけしますが、引き続きご理解とご協力をお願いします。

＜平成３１年１月末撮影＞

(仮称)河合町立幼保連携型認定こども園

〜 開園に向けて〜
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　介護保険の代表的なサービスに「訪問介護」があります。「ヘルパーさん」といえば聞いたことがあるのではないでしょ
うか。そういえば近所の○○さんがヘルパーさんに来てもらってる、と話していたな…と心当たりがある方もおられ
るかと思います。そんなヘルパーさんは在宅生活で重要な役割を担っています。
　今回はヘルパーさんが実際に支援した事例を通じて、その取り組みをご紹介します。

地域包括支援センター
〜訪問介護の役割〜

ご存知ですか！

　本人が出来ることまで周りがお世話をしてしまうと、本人はすることがなくなってできることまでできなく
なってしまいます。ヘルパーさんをはじめ介護サービス事業所の皆さんには、第一に本人の力を生かして(自助)、
次に家族や地域の関わりを大事にし(互助)、足りないところを介護保険(共助)で支援するという考え方で、皆さ
んの暮らしを支えていただいております。

地域包括支援センターより

◇望む生活にむけて努力する
◇自分の力で頑張る
(例)・家で役割を担う
　 ・健康維持に努める

◇問い合わせ　地域包括支援センター　☎内線１３１・１７５・１７８・１８６

◇家族の関わり、近隣、友人関係
◇地域での助け合い
(例)・地域で自主体操教室を実施
　 ・隣同士での見守り

◇皆で支えあう制度
◇公的機関での支援
(例)・介護保険サービス

■現在の状況■
８０代女性。いつまでもこの家で暮らしたいという思
いがある。
自分ひとりでは調理も入浴も着替えもしない。家族は
離れて住んでいるので日々の支援ができない。掃除、
調理、洗濯、ゴミ出しなどの支援をしている。
■支援状況■
本人は食器洗いや洗濯干しなど、目の前にあれば自分
でされるので、ヘルパーはそれ以外を支援している。
介護保険で出来ないところは近所の方が手伝ってくれ
る。息子が２日に１回訪問しているが、家事は苦手な
ので外出の支援などをしている。本人の力を生かし、
家族、地域の方、ヘルパーなどが役割をもって関わる
ことで一人暮らしの継続ができている。

■現在の状況■
80代女性。夫、息子と同居しているが二人とも自宅
で療養中である。
調理が得意で、認知症になっても美味しい料理を振
舞っていたが、症状が進行して調理の手順がわからな
くなり、途方に暮れていた。
■支援状況■
献立と買い物のメモを家族が担当し、ヘルパーが一緒に
調理の手伝いをしている。下準備、洗い物、調味の加減
を見てもらいながら、「〜はどこにありますか？」と質問
をして記憶を呼び起こすきっかけづくりをしている。
本人は家族の食事を作って健康を支えてきた自負があ
り、いつまでも自分の役割を全うしたいという想いを
持っているため、ヘルパーが関わりながら調理を継続
することで、家族の一員として役割を担い、在宅生活
の継続ができている。

認知症があっても一人暮らしを継続している方 家での役割を継続するために支援を受けている方
事例１ 事例２

自助 互助 共助 公助
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所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
書

作
成
会
場
は
次
の
通
り
で
す（
土
地
建
物・
株

式
等
の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、
相
続
税
の
相

談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）。

　
各
会
場
と
も
大
変
混
雑
し
長
時
間
お
待
た

せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受
付
は
混
雑
の

状
況
に
よ
り
早
め
に
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
河
合
町
役
場
で
の
申
告
相
談
は
少
な
い
職

員
で
の
対
応
と
な
り
、
大
変
な
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
方
の
申
告
相
談
を
お

受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税

務
署
ま
た
は
上
牧
町
２
０
０
０
年
会
館
で
の

申
告
相
談（
河
合
町
の
方
も
申
告
が
で
き
ま

す
）に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
役
場
本
庁
舎
耐
震
工
事
の
た
め
駐

車
場
の
一
部
を
閉
鎖
し
て
お
り
、
来
場
者
の

駐
車
が
困
難
な
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
公

共
交
通
機
関
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

申告会場 日　時

葛城税務署
２月１８日（月）～３月１５日（金）まで申告
書作成会場が開設されます。（土・日を除く）

奈良税務署

２月２４日と３月３日の日曜日に限り、奈
良税務署において奈良・葛城税務署の合同
会場が開設され、申告相談が行われます。
※ 会場専用駐車場がありませんので、公共

交通機関をご利用ください。

上牧町２０００年会館　
２階多目的室（奈良交通バ
ス「上牧町文化センター」
下車、東へ徒歩３分。虹
の湯西大和店の斜め向い)

２月４日（月）～８日（金）
午前９時３０分～１２時・午後１時～４時

河合町役場　２階和室

３月７日（木）～１５日（金）（土・日を除く）
午前９時３０分～１２時・午後１時～４時
※ 簡易な申告のみ相談します。内容に

よっては、葛城税務署へ行っていただ
くこともあります。

平成３０年分
確定申告のお知らせ

申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

　平成３０年分の申告と納税は、所得税及び復興特別所得税は平成３１年３月１５日（金）まで、
消費税及び地方消費税は平成３１年４月１日（月）までです。

※ 申告に必要となる書類等は「広報かわい１月号」をご覧ください（町ホー
ムページからも閲覧することができます）。
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公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

で
、
確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
場
合
、

町・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
に
な
る
場
合

は
次
の
通
り
で
す
。

確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
場
合

　
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、
次

の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

確
定
申
告
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

① 

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下

② 

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
２
０
万
円
以
下

※ 

こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方
な
ど
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
確
定

申
告
は
不
要
で
あ
っ
て
も
、
次
の
通

り
、
町・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町・県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合

　
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

さ
れ
る
方
は
、
確
定
申
告
は
不
要
で
あ
っ

て
も
、
町・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

①「 

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」の
控
除

欄（
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
障
害

者
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）に

ご
自
身
が
適
用
を
受
け
ら
れ
る
控
除

の
記
載
が
な
い
と
き
や
医
療
費
控
除

な
ど
の
適
用
を
受
け
る
と
き

② 

金
額
に
関
わ
ら
ず
、
公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得（
給
与
所
得
の

場
合
で
勤
務
先
か
ら
町
へ
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
が
あ
る
場
合
は
除
く
）が

あ
る
と
き

※ 
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
の
み
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
健
康
保
険
税(

料)

や

介
護
保
険
料
の
算
定
、
各
種
手
当
な

ど
に
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町・県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

◇問い合わせ　税務課　☎内線１１０・１７３

公的年金等を受給されている方の申告に関するフローチャート
ご自身が申告する必要があるかどうかは、下記のフローチャートでご確認ください。

はい

い
い
え い

い
え い

い
え

はい

はい

はい

はい いずれもいいえ

いいえ

確定申告も、町・県民税の申告も不要です（年金保険者か
ら町に送付される公的年金等支払報告書により町・県民税
を計算します。住所移動やその他の理由により支払報告
書が送付されない場合は申告が必要な場合があります）。

本町へ町・県民税
の申告をしてく
ださい。

公的年金等の源泉徴収票の控除欄にご自身が適用を受けられる控除の記載が
ない場合や他の各種控除の適用を受ける、または公的年金等に係る雑所得以
外の所得がある

税務署に所得税及び復興特別所
得税の確定申告書を提出してく
ださい。（所得から所得控除を差
し引くと残額がないなど申告が
不要になる場合があります。ま
た、確定申告をされる場合は
町・県民税の申告は不要です。）

公的年金等の収入金額（２ヵ所以上ある場合は、その合計額）が４００万円以下である

公的年金等にかかる雑所得以外の所得金額が２０万円以下である

源泉徴収税額がある

計算の結果、還付または株式等の繰越などがある
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特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
方
の
う
ち
、
保
健

指
導
対
象
者
に
は
、
検
査
結
果
と
と
も
に
利
用

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
保
健
指
導
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
早

め
に
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え

よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

◇
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安

定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯

に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◇
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

国
民
年
金
に
は
、
高
齢
に
な
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
病
気
や

事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る
配

偶
者
」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度
】

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

※
学
校
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◇
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
22
・
３
５
３
１

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末

に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割

引
さ
れ
る「
早
割
制
度
」や
、
現
金
納
付
よ
り
も

割
引
額
が
多
い「
６
ヶ
月
前
納
」「
１
年
前
納
」

「
２
年
前
納
」も
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま
た

は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持

参
の
上
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
22
・
３
５
３
１

国
保
特
定
保
健
指
導

　お母さんが見守りながら、子どもと安
心して遊べる「つどいのひろば」を開催し
ています。保育士やボランティアがいつ
もいます。
　時間内は出入り自由です。気軽にあそ
びに来てくださいね。
☆とき　　毎週火・水・金曜日
　　　　　午前１０時〜午後３時　
☆ところ　豆山の郷1階キッズコーナー
☆対象　　町内在住の未就園児と保護者

つどいのひろばイベント“親子あそび”

　毎月１回金曜日、保育士による乳児と保護者を対象とした
親子遊びを行っています。※申し込み不要。参加無料。
♢�とき　２月８日(金)　午前１０時〜
♢�内容　朝の歌・手遊び・ふれあい遊び・お誕生会・お楽しみシア
ター、簡単な製作、親子体操など
◇�問い合わせ　西穴闇保育所･つどい
のひろば担当　☎�56 - 5 908
　♡あそびに来てくださいね♡

毎月イベント終了後は、相談事業を行っています。
子育ての悩み事など相談があれば、気軽に声をかけてくださいね。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

国
民
健
康
保
険

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す
！
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HEALTH CALENDER
健康カレンダー

　　成人健康相談（生活習慣病予防）
とき・ところ　２月８日（金）　保健センター　
　　　　　　 ２月２６日（火）　豆山の郷
　　　　　　 ３月８日（金）　保健センター
時　間　午前１０時～１１時
対　象　町内在住の成人
内　容　血圧測定・尿検査・個別相談・栄養相談
持ち物　健康手帳、お薬手帳、健診の結果

　　乳児健診
とき・ところ　２月５日（火）　保健センター
時　間　午後１時３０分～２時
対　象　平成３０年８・９・１０月生まれの児
※ 対象児には通知します。
持ち物　母子健康手帳

　　１０ヶ月児健診
とき・ところ　２月１９日（火）　保健センター
時　間　午後１時３０分～２時
対　象　平成３０年２・３・４・５月生まれの児
※ 対象児には通知します。
持ち物　母子健康手帳

　　３歳６ヶ月児健診
とき・ところ　２月２６日（火）　保健センター
時　間　午後０時４５分～１時１５分
対　象　平成２７年４・５・６・７月生まれの児
※ 対象児には通知します。
持ち物　母子健康手帳

　　乳幼児相談
とき・ところ　２月７日（木）・２２日（金）
　　　　　　　３月７日（木）　保健センター
時　間　午前９時～１０時３０分
対　象　町内在住の乳幼児・妊産婦
内　容　計測・栄養・育児相談
※ ２月２２日（金）のみ授乳相談あり
※ ３月７日（木）のみ歯科相談あり
持ち物　母子健康手帳

　　マタニティ相談
とき・ところ　２月２２日（金）　保健センター　
時　間　午前１１時～１２時
対　象　町内在住の妊婦
内　容　助産師による妊婦さんの相談
※要予約

　　ぷちサロン（乳幼児相談の時に開催）
とき・ところ　２月７日（木）・２２日（金）
　　　　　　　保健センター
時　間　午前９時～１１時
対　象　町内在住の乳幼児・妊産婦
内　容　ボールプール
※ 遊び内容は２回とも同じ
持ち物　特になし

　　子育てママの体力アップサロン
とき・ところ　２月１２日（火）　豆山の郷
時　間　午前１０時～１１時
対　象　町内在住の子育て世代の女性
※ お子さん同伴・親のみでも大丈夫です。
※ 運動できる服装でお越しください。
持ち物　お茶、汗拭きタオル

　
お
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

◇�

と
　
き

　
①
２
月
13
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
内
容：
離
乳
食
試
食
、
お
話
会

の
手
遊
び
、
交
流
会
】

②
２
月
21
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
内
容：虫
歯
予
防
の
話
、交
流
会
】

◇
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◇�

対
　
象　

４
ヶ
月
～
８
ヶ
月
児
と

保
護
者

◇�

と
　
き　
２
月
20
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◇�

対
　
象　

16
歳
～
69
歳
の
方（
た
だ

し
65
歳
～
69
歳
の
方
は
、
60
歳
～

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
場

合
に
限
り
ま
す
。）

　

定
期
接
種
の
機
会
は
生
涯
を
通
じ

て
１
回
の
み
で
す
。

◇�

実
施
期
間　

２
月
末
日
ま
で
。
ご

希
望
の
方
は
早
め
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◇�

対
　
象　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
、

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
の
方

【
目
の
健
康
相
談
】

◇
と
　
き　
２
月
12
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

◇
予
　
約　
予
約
不
要

◇�

主
　
催　
奈
良
県
眼
科
医
会

【
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
】

◇
と
　
き　
２
月
19
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

◇
予
　
約　
要
予
約

　
※
受
付
締
切�

２
月
15
日（
金
）

◇�

主
　
催　

奈
良
県
医
師
会
整
形
外

科
部
会

【
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
】

◇
と
　
き　
２
月
22
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

◇
予
　
約　
要
予
約

◇�

主
　
催　
奈
良
県
医
師
会
内
科
部
会

【
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
】

◇
と
　
き　
２
月
22
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

◇
予
　
約　
要
予
約

◇�

主
　
催　

奈
良
県
医
師
会
精
神
々

経
部
会

※�

健
康
相
談
は
、
無
料
相
談
の
み
で

診
察・
検
査
等
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

各
相
談
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
主
催
部
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇�

と
こ
ろ　

奈
良
県
医
師
会
館　

１

階　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室（
近
鉄

大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

◇�

問
い
合
わ
せ

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　
☎
０
７
４
４・22・８
５
０
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
７
４
４・23・７
７
９
６

※�

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会

が
行
う
健
康
相
談

離
乳
食
教
室

献
血
の
お
知
ら
せ

（
定
期
）高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
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2 月のお知らせ news & information

い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

地
域
の
皆
さ
ん（
高
齢
者
）の
交
流
、
仲
間

づ
く
り
の
場
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
広
瀬
台
】

◇
と　
き　
２
月
８
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

◇
と
こ
ろ　
西
大
和
地
区
老
人
憩
い
の
家

◇
内　
容　
防
災
の
講
演・作
品
づ
く
り

◇
参
加
費　
１
０
０
円

◇
問
い
合
わ
せ　
豆
山
の
郷　
☎
58・２
７
３
４

か
も
き
み
の
湯　

組
合
市
町
別

無
料
入
浴
日
の
案
内

　

か
も
き
み
の
湯
で
は
、「
組
合
市
町
別
無
料

入
浴
日
」が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
浴
に
際
し
て
は
河
合
町
民
と
い

う
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証・

健
康
保
険
証
な
ど
）を
受
付
に
て
ご
提
示
く
だ

さ
い
。（
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。）

◇�

と　
き　
２
月
13
日（
水
）

◇�

営
業
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
11
時（
最
終

入
浴
受
付：午
後
10
時
）

◇ 

問
い
合
わ
せ　
か
も
き
み
の
湯（
御
所
市
大

字
五
百
家
３
３
３
）　
☎
66・２
６
４
１

「
萌
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
～

　
つ
な
ぐ　
つ
な
が
る　
郡
山
」

　

社
会
福
祉
法
人「
萌
」で
は
、
精
神
疾
患
や

精
神
障
害
に
つ
い
て
知
り
、
だ
れ
も
が
住
み

や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
域
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　
「
ま
た
き
亭
い
っ
ぱ
い
」さ
ん
に
よ
る
創
作

落
語
、
支
援
者
と
の
か
け
合
い
講
演
や
障
害

福
祉
施
設
や
地
元
商
店
に
よ
る
出
店
販
売
、

精
神
保
健
福
祉
に
触
れ
ら
れ
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
当
事
者
や
地
元
で
活
動
し
て
い
る
団

体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表・
作
品
展
示
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と　
き　
２
月
16
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　
雨
天
決
行

◇ 

と
こ
ろ　

大
和
郡
山
市
商
工
会
館・
ま

い
ど
ホ
ー
ル（
大
和
郡
山
市
北
郡
山
町

１
８
５・３
）

◇ 

問
い
合
わ
せ

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ふ
ら
っ
と（
担
当・

桑
原
）　
☎
０
７
４
３・54・８
１
１
２

第
17
回

畿
央
大
学
公
開
講
座�
開
催

　
畿
央
大
学
で
は「
認
知
症
に
強
い
畿
央
大
学
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営・

企
画
や
若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
、
認
知
症
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解

す
る
た
め
の
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
と　
き　
２
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
10
分

◇
と
こ
ろ　
畿
央
大
学 

Ｐ
棟
２
階

◇ 

内　
容　
「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
〜
認
知

症
か
な
と
思
っ
た
と
き
の
対
応
〜
」

講
師：山
崎 

尚
美（
健
康
科
学
部 

看
護
医
療

学
科 

教
授
）

◇ 

問
い
合
わ
せ　
畿
央
大
学 

教
育
推
進
部 

公

開
講
座
係　
☎
54・１
６
０
１

耳
の
日
の
講
演
会
と
聞
こ
え
の
相

談
会
～
補
聴
器
と
人
工
内
耳
～

　
奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
を
援
助
し
、

生
活・
文
化
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
県

内
一
万
人
以
上
の
補
聴
器
使
用
の
方
々
に
向

け
て
の「
補
聴
器
相
談
会
」と
、
聞
こ
え
の
程

度
が
重
く
補
聴
器
で
は
十
分
な
効
果
が
得
ら

れ
な
い
重
度
聴
覚
障
害
の
方
々
に「
人
工
内
耳

説
明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

◇
と　
き　
２
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

◇ 

と
こ
ろ　

生
駒
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
４
階　

４
０
２・
４
０
３
会
議
室（
生

駒
市
元
町
１・
６・
12　

生
駒
セ
イ
セ
イ
ビ

ル
内
）

◇
講　
演　
「
難
聴
と
治
療
」

奈
良
県
立
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉・
頭
頸
部
外

科
学　
西
村　
忠
己　
先
生

◇
体
験
発
表　
補
聴
器・人
工
内
耳
装
用
者

◇ 
個
別
相
談　
西
村
先
生・
医
大
医
局
員・
人

工
内
耳
メ
ー
カ
ー・補
聴
器
販
売
店

◇
参
加
費　
無
料

◇
申
し
込
み　
不
要

◇ 

主　
催　
奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー

◇ 

共　
催　
奈
良
県
中
途
失
聴・
難
聴
者
協
会

／
生
駒
市
中
途
失
聴・難
聴
者
協
会

◇
問
い
合
わ
せ

　
奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
４・21・７
８
８
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
４
４・21・７
８
８
８

第
５
回
住
民
講
座　
体
験
し
よ
う

～
元
気
に
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

　

精
神
疾
患
や
精
神
障
害
は
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
や
家
族
、
職
場
、
知

人
を
含
め
る
と
、
何
ら
か
の
形
で
関
わ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
で
５
回

目
と
な
る
今
回
の
講
座
で
は
、
精
神
障
害
者

が
自
ら
の
回
復
の
た
め
に
用
い
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム（
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ)

を
元
に
、
自
分
自
身
を
元

気
に
す
る
道
具
箱
を
一
緒
に
作
り
ま
す
。
誰

も
が
元
気
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と　
き　
３
月
１
日（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時
30
分
頃（
午
後
１
時
30
分

よ
り
受
付
開
始
）

◇ 

と
こ
ろ　

王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー・

り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階（
王
寺
町
久
度
２

丁
目
２
番
１・５
０
１
号
）

◇
参
加
費　
無
料

◇
申
し
込
み　
不
要

◇ 

主　
催　
西
和
７
町（
平
群
町・
三
郷
町・
斑

鳩
町・安
堵
町・上
牧
町・王
寺
町・河
合
町
）

◇ 

問
い
合
わ
せ

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ぽ
る
と・
ベ
ル（
担

当：宮
本
）　
☎
43・５
５
４
１



◆教室　　　　未就園児向けの体操教室	「ぴよぴよ体操教室」
　　　　　　　幼児・小学低学年向け	 「こどもためのためになるボール遊び」
　　　　　　　ランニングを楽しく学ぶ	「Kawai走愛RC基礎コース」
◆活動クラブ　ランナーをいろんな場面で支える		「Kawai走愛RC]

平成31年度
総合型地域スポーツクラブ『まめスポ』

３月より会員募集
平成31年度会員募集を開始します。詳しくは、「広報かわい３月号」の折り込みチラシをご覧ください。

『まめスポ』の教室と活動クラブ

17



◇問い合わせ　環境衛生課　☎３２－０７０６

２月は「水質改善強化月間」
ご協力お願いします！

　大和川では雨量が少なく、水質の悪化する２月を「水質改善強化月間」としています。大和川の汚れの原
因の約７割が家庭から出る「生活排水」です。汚れた生活排水は、エコで川にも家計にもやさしい工夫で減
らすことができます。水質改善の取り組みにご協力ください。

何をしたらいいの…？　例えばこのような工夫ができます！

そのほかの家庭でできる取り組み
・煮物の汁等は新聞紙等にしみこませてゴミとして捨てましょう。
・石けんやシャンプー、洗剤類は使いすぎないように気をつけましょう。
・浄化槽を設置されている方は定期的に点検や清掃を実施しましょう。
※下水道が整備されている地域でも、生活排水を減らす取り組みは効果的です。

水質の汚れの原因である “ハイスイデビル” が逃げ出すくらい、
きれいな大和川へ。力を合わせてできることから始めましょう！

取り組んだ内容は

大和川ホームページ　WEBアンケートでチェックしてみて下さい！
強化月間HP　http://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/special/drainage/index.html

18
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皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
、

野
良
猫
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

　

猫
を
見
て
可
愛
い
と
感
じ
る
方

も
お
ら
れ
れ
ば
、
苦
手
と
い
う
方

も
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

猫
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

　

ご
近
所
で
野
良
猫
を
見
て
、
か

わ
い
い
と
思
い
軽
い
気
持
ち
で
エ

サ
や
り
を
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
の
エ
サ
や
り
は

ホ
ン
ト
に
大
丈
夫
で
す
か
？

　

も
し
か
し
た
ら
そ
の
エ
サ
や
り

は
、
そ
の
猫
を
不
幸
に
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
？

　

猫
は
エ
サ
を
や
り
始
め
て
し
ま

う
と
、
爆
発
的
に
そ
の
数
を
増
や

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

エ
サ
を
求
め
て
他
の
地
域
か
ら

や
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

エ
サ
が
足
り
な
く
な
る
と
、
ゴ
ミ

を
荒
ら
し
た
り
家
庭
菜
園
な
ど
に

糞
尿
を
し
た
り
し
て
、
悪
臭
や
ハ

エ
な
ど
の
害
虫
も
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
今
一
度
、考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
環
境
衛
生
課　
☎
32・
０
７
０
６

そのエサやり、
ほんとに大丈夫ですか？

●�石油ストーブ・ファンヒーター
灯油が残った状態のことが多く、火災の原因となる恐
れがあります。
必ず灯油タンクは空にして出してください。

●�ペットボトル
キャップは外されていますが、
ラベルはそのままに出される
方がいます。必ずキャップ・
ラベルの両方を外して出し
てください。

●�スプレー缶（ヘアースプレー・殺虫剤など）
ガスが残ったまま出されると、機械処理の際に爆発し
て大変危険です。必ずガスは使い切って、穴を開
けずに出してください。

　＜注意＞
平成３０年１２月１６日（日）に札幌市で起きたスプ
レー缶のガス抜きによる爆発事故では、４２名が重軽
傷を負っています。密室や火気の近くでのガス抜
きは行わないようお願いします。

●�有害ごみ
　（Ａ）蛍光灯・電球の出し方

割れると危険なため、購入された時の箱に入れて
出してください。
箱が無ければ、透明または半透明の袋に入れて出
してください。

　（Ｂ）乾電池類（乾電池・水銀電池・ボタン電池）・体温計
　　　の出し方

透明または半透明の袋に入れて出してください。
必ず（A）蛍光灯・電球と（B）乾電池類・体温計は
分けて出してください。

◇問い合わせ　環境衛生課　☎３２－０７０６

ごみの出し方のお願いごみの出し方のお願いごみの出し方のお願い
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自
治
体
職
員
な
ど
の
ふ
り
を
し
て「
健
康
保
険
料

の
還
付
が
あ
る
」「
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
あ
る
」

「
税
金
の
還
付
金
が
あ
る
」な
ど
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
行
く
よ
う
誘
導
し
、
振
り
込
み
を
さ
せ
る『
還
付

金
詐
欺
』が
増
え
る
時
期
で
す
。
被
害
回
復
は
大
変

困
難
で
す
の
で
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
手
口
】

①�
役
場
や
税
務
署
、
社
会
保
険
事
務
所
や
年
金
事

務
所
な
ど
の
公
的
機
関
の
職
員
や
、
金
融
機
関

の
職
員
に
な
り
す
ま
し
て
電
話
を
か
け
る
。

②�

医
療
費
、
保
険
料
、
税
金
等
の
還
付
金（
払
戻

金
）の
話
を
し
、
払
い
す
ぎ
た
お
金
が
返
っ
て
く

る
と
思
わ
せ
る
。

例
…「�

医
療
費
の
払
戻
金
の
通
知
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
手
続
き
は
お
済
み
で

す
か
」

③�

す
ぐ
に
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の

よ
う
に
信
じ
込
ま
せ
る
。

例
…「�

払
戻
金
の
受
け
取
り
期
日
は
今
日
ま
で
で

す
」

「
今
日
中
に
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
返
金
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

④�

携
帯
電
話
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
人

目
に
つ
き
に
く
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
き
、
そ
こ
か
ら

電
話
を
す
る
よ
う
誘
導
す
る
。

例�「
払
戻
金
は
あ
な
た
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

の
で
、
携
帯
電
話
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
、
す
ぐ
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
○
○
…
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
」

⑤�

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
か
ら
電
話
を
か
け
る
と
、
機

械
の
操
作
方
法
を
指
示
さ
れ
る
。

例
…「�

払
戻
金
を
受
け
取
る
口
座
を
登
録
し
ま
す

の
で『
振
込
』を
押
し
て
く
だ
さ
い
」
…

「
こ
れ
か
ら
言
う
口
座
情
報
を
入
力
し
て
く

だ
さ
い
」
…

「
金
額
の
と
こ
ろ
に
は
、
あ
な
た
の
登
録
番

号
○
○
…
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
」
…

「
最
後
に『
確
認
』を
押
し
て
く
だ
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
⇒

自
分
の
口
座
へ
の
振
り
込
み
手
続
き
を
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
、
実
際
は
他
人
の

口
座
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

振
り
込
ん
だ
お
金
は
す
ぐ
に
引
き
出
さ
れ
ま

す
。

☆�

医
療
費
な
ど
の
還
付
金（
払
戻
金
）が
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

支
払
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

☆�

電
話
で「
お
金
が
返
っ
て
く
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」

と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。
そ
の
ま
ま
電
話
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

☆�

還
付
金
な
ど
に
心
当
た
り
が
あ
る
場
合
で
も
、

相
手
の
話
を
う
の
み
に
せ
ず
、
役
場
や
税
務
署
、

年
金
事
務
所
な
ど
に
確
認
を
。

☆�

ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
携
帯
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
た
架

空
請
求
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
！

　
「『
重
要
』と
書
か
れ
た
封
書
で『
訴
訟
最
終
告

知
の
お
知
ら
せ
』と
い
う
書
面
が
届
い
た
。
書
面

に
は
自
分
の
住
所・氏
名
と
携
帯
電
話
番
号
の
記

載
が
あ
り
、『
貴
方
の
携
帯
電
話
で
利
用
さ
れ
て

い
た
、
契
約
会
社
な
い
し
は
運
営
会
社
側
か
ら

契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事
訴
訟
と
し
て
、
身
辺

調
査
の
開
始
、
訴
状
の
提
出
が
さ
れ
ま
し
た
事

を
ご
通
知
致
し
ま
す
』な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
架
空
請
求
と
し
て
無
視
し
て
良
い
だ
ろ
う

か
」と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
注
意
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆�

正
式
な
裁
判
手
続
き
で
は
、
訴
状
は「
特
別
送

達
」と
記
載
さ
れ
た
裁
判
所
の
名
前
入
り
の
封
書

で
、
郵
便
職
員
が
直
接
手
渡
す
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
郵
便
受
け
に
投
げ
込
ま
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

☆�

封
書（
書
面
）が
届
い
て
も
絶
対
に
連
絡
を
取
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
を
す
る
と
、
調
査
費
用
、
延
滞
料
、
公

正
証
書
代
金
な
ど
の
名
目
で
お
金
を
請
求
さ
れ

た
り
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
さ
れ
た
り

し
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
や
封
書（
書

面
）は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

ATMで医療費や健康保険料、
税金などの還付金を
受け取ることはできません！
だまされないで！！
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毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
で
す

毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
で
す
。
て
ん
い
ち
は
、

英
語
の
10
「
て
ん
」
と
「
い
ち
」
を
合
わ
せ
て
『
て
ん
い
ち
』

（
11
）
と
い
う
意
味
で
す
。

火災・救急などの出場状況
西和消防署より

12 月中 本年累計

河 合 町
火 災 0 件 4 件
救 急 73 件 785 件

西和管内
火 災 1 件 35 件
救 急 651 件 6,416 件

相談のご案内
人権・行政・心配ごと相談

　家庭のことから国の仕事まで、人権擁
護委員・行政相談委員・民生委員が相談に
応じます。
とき　2月15日（金）　午後１時〜４時
ところ　豆山の郷
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

消費生活相談

　契約や買い物のトラブル、架空請求や
多重債務など、消費生活相談員が相談に
応じます。　
とき・ところ
①�月曜日�午後１時〜５時、水曜日�午前９
時〜午後１時／河合町役場２階相談室　
②�火曜日�午後１時〜５時、木曜日�午前９
時〜１時／上牧町役場１階町民相談室
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

無料法律相談

　相続や不動産、離婚などについて、弁
護士が相談に応じます。要予約。
とき　2月22日（金）　午後１時〜４時
ところ　役場２階相談室
定員　６人（１人30分）
申し込み　2月19日（火）　午前10時
役場２階相談室にて抽選。定員に満たな
い場合は、電話予約を受付。
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

女性・ＤＶ電話相談

とき　火・金曜日　※祝日の場合、前日
　午前10時〜 12時、午後１時〜３時
電話・FAX番号　NPOなら人権情報セン
ター河合支局　☎57-2908

子どもに関する電話相談

●子育ての相談　月〜金曜日
　地域子育て支援センター
　（西穴闇保育所）　☎56-5908
●育児・発育の相談　月〜金曜日
　保健センター　☎56-6006
●小・中学校の相談　月〜金曜日
　教育総務課　☎内線250
●その他子育ての相談　月〜金曜日
　社会福祉課　☎内線169

高齢者に関する電話相談

とき　月〜金曜日
問い合わせ　地域包括支援センター
　　　　　　☎内線175・178・186

2月

宝くじの助成金で整備しました
～自治総合センター
　　「コミュニティ助成事業」～

　一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業で、総
代自治会長会が「すな丸ふわふわ」及び「発電機」を購入しました。
　今後、イベント活動を充実したものとするため、地域づくり
に向けて取り組んでまいります。
※ この事業は、宝くじの社会貢献広

報事業として、宝くじの受託事業
収入を財源として実施しているコ
ミュニティ助成事業です。
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図書だより
【開館・休館のお知らせ】
◇開館　火〜日曜日　午前９時３０分〜午後５時（金曜日は午後７時まで）
◇休館　月曜日（祝日の場合は開館）
※特別整理休館　２月５日（火）〜２月１７日（日）
※２月２８日（木）は、月末図書整理を行いません。開館しますので、ご利用ください。
◇問い合わせ　図書館　☎３２－８６０５

★
2
月
の
お
は
な
し
会

◇
と　

き　

２
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

◇
と
こ
ろ　

お
は
な
し
室

★
図
書
館
特
別
整
理（
蔵
書
点
検
）

　
に
よ
る
休
館

　

図
書
館
で
は
、
年
１
回
の
特
別
整
理

(

蔵
書
点
検)

を
行
い
ま
す
の
で
、
次
の

期
間
は
休
館
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
休
館
期
間

　

２
月
５
日（
火
）〜
２
月
17
日（
日
）

★�「
図
書
寄
贈
の
お
願
い
」

　

図
書
館
で
は
、
図
書
資
料
充
実
の
た

め
に
平
成
28
年（
２
０
１
６
年
）以
降
に

出
版
さ
れ
た
本
の
寄
贈
を
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。
絵
本
を
含
む
児
童
書
は
、

出
版
年
を
問
わ
ず
受
け
付
け
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
図
書
館
ま
で
直
接
本
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
寄
贈
図
書
の
利
用
方
法
は
図

書
館
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
ブ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
や
団
体
で
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

［
予
約
の
多
い
本
］

　

◎「
沈
黙
の
パ
レ
ー
ド
」

東
野　

圭
吾　

著

　

◎「
日
本
国
紀
」

百
田　

尚
樹　

著

　

◎「
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
」

内
舘　

牧
子　

著

河合町役場（代表）
　平日午前８時30分～午後５時30分
 ☎57-0200
豆山の郷※ ☎58-2733
保健センター ☎56-6006
役場出張所 ☎32-6605
心の交流センター ☎56-5196
清掃工場（環境衛生課） ☎32-0706

上下水道課 ☎56-5210
まほろばホール※ ☎72-1100
図書館※ ☎32-8605
中央公民館（生涯学習課）※ ☎57-2271
西大和地区公民館※ ☎32-1388
総合スポーツ公園（保健スポーツ課）※
 ☎56-4600
※は月曜日が休館です。

◎「奈良　鹿ものがたり」
中村　文人　文

◎「辞書編集、三十七年」
神永　暁　著

◎「にぎやかなおでん」
出口　かずみ　絵

◎「犯罪小説集」
吉田　修一　著

◎「おばあちゃんのわすれもの」
森山　京　作

◎「愉楽にて」
林　真理子　著

【児童書】　他７冊

【一般書】　他１２冊 ★
今
月
の
新
刊
　
司
書
の
お
薦
め
本
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Dear Kawai Town

This New Year, I ate Osechi for the first time. I was 
invited by my dear friend to join her family for the 
traditional new year’s meal. The first thing that I 
noticed were the many different beautiful colors, 
flavors, and preparation styles. I admired the diverse 
cooking skills my friend used to create the different 
dishes. I could imagine her rolling the Datemaki-
tamago, rubbing salt on the red sea bream, thinly 
slicing the daikon and carrot for the Kohaku-
namasu. Sweet, salty, sour, bitter—all the flavors 
mingled together, as well as a few flavors I had 
never tasted before, like the dense smokiness of 
kazunoko. In America, we don’t have specific foods 
we eat on New Year’s Day. So, to eat a special meal 
prepared so carefully with so much meaning, made 
the day feel more significant and hopeful. My friend 
explained how each dish was for long life, prosperity, 
and luck. I thought that the luckiest thing was to be 
at that table, with my kind friend and her family. I 
hope you all will have a great year.

Until next time,
Julie

親愛なる河合町の皆さん

今年、私は初めておせちを食べました。私は親しい友人
に、この伝統的な新年の料理を彼女の家族と食べる為に
招待されました。最初に気づいたことはたくさんのさま
ざまな美しい色、味、そして料理の方法です。私は、友
人がさまざまな料理をつくる為に用いたいろいろな料理
の技術に感心しました。私は彼女が伊達巻を巻き、真鯛
に塩をすり込み、紅白なますを作る為に大根とにんじん
を薄く切る様子を想像できました。甘味、塩味、酸味、
苦味、あらゆる味が、今まで味わったことのないいくつ
かの風味、例えば深みのある燻製のような数の子の味、
も併せて組み合わされていました。アメリカでは元日に
食べる特定の料理はありません。愛情を込めて作られた、
たくさんの意味を持った特別な料理を食べることは、そ
の日をより重要で希望にあふれたものと感じさせます。
友人はそれぞれの料理がどのように長生き、繁栄、そし
て幸運を意味するのか説明しました。私は優しい友人と
その家族と一緒にこのテーブルにいることが最も幸運な
ことであると思いました。皆さまが良い一年を過ごせま
すように。

それではまた
ジュリー�

日本語訳の校正は、畑 知也子さん（広瀬台）にご協力いただいています。

１月１日に、おせち料理のような特別な伝統料理を食べる国はあまり多くありません。
欧米では、クリスマスを家族で過ごすことのほうが特別な休日です。同じアジアの中
国は、お正月を盛大に祝う国ですが、現在（新暦）の１月１日ではなく、旧暦で数える

１月１日（旧正月）を祝います。旧正月は「春節」ともよばれ毎年日にちが違います。2018年は2月15日からでしたが、
2019年は2月4日からです。新年に食べる料理も地域によって違います。それぞれの国のお正月を調べるのも面白い
かもしれませんね。

町の動き 町について

人　口　　17,776 人（− 1 人）
　　　　　男   8,294 人
　　　　　女    9,482 人
世帯数　　 7,789 世帯（＋ 2 世帯）
平成 30 年 12 月末現在。（ ）は前月比

町　木　　さざんか
町　花　　福寿草
面　積　　8.23km2

東　経　　135 度 44 分
北　緯　　134 度 34 分

さざんか

福寿草

日本のお正月は、年末から三が日まで仕事を休み、
大切な時間を家族で過ごされる方が多いのではない
でしょうか。海外では、数ある休日の一つとして過ご
す地域が多く、年越しそばを食べ、初詣に行き、お
せち料理を食べるという日本の新年の迎え方は、と
ても独特で特別なものに感じます。
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